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はじめに 大気圧プラズマを乳酸リンゲル液

（ラクテック）点滴液に照射したプラズマ活性

ラクテック（PAL）で細胞培養した際、正常細

胞は殺傷されず、がん細胞のみが殺傷される選

択的殺傷効果が報告した[1]。プラズマに大気

雰囲気が巻き込み、活性窒素酸素種（RONS）

が生成され、液相の H2O2 や NO2
－といった

RONS が抗腫瘍効果に関連することも報告さ

れた[2]。細胞内の代謝プロファイルからがん

細胞の選択的殺傷効果について解析が進んだ

[3]。また、PAL の有機物活性種が引き起こす

抗腫瘍効果が指摘され[4]、PAL 培養時の細胞

応答メカニズムの解明が望まれる。今回、ヒト

子宮頸がん（HeLa）細胞の PAL 培養下の細胞

について調べたので報告する。 

実験方法 ラクテック（3 ml）を 35 mmシャ

ーレに入れ、大気圧 Arプラズマ（60 Hz、 9 kV、 

2 slm、照射距離 13 mm、時間 120 s）で照射し、

PALを作製した。PAL内の H2O2濃度は化学プ

ローブ法で測定し、放置により H2O2を取り除

いた。HeLa細胞を播種し 24 h 培養後、各サン

プルで培養した後、再び培養液（DMEM）に

置換し培養した。細胞生存率計測を MTS アッ

セイで定量し、細胞内 ROS の経時変化を

CM-H2DCFDA（OxiVision green）を用いて染色

し計測した。また、細胞の形態について、レー

ザー顕微鏡で実時間計測した。 

結果と考察 各種溶液で培養してから細胞生

存率は経時的に変化する。H2O2 添加ラクテッ

クと H2O2抜き PAL（－）で培養した場合の細

胞内 ROS 染色時の蛍光強度の経時変化を比較

した。また、プラズマ照射溶液で処理した HeLa

細胞の形態を実時間で観察した。上記より、

H2O2 以外の遅効性のプラズマ活性物質が係わ

る細胞死メカニズムの関与が示唆された。 

 

Fig. 1  Real time holotomographic images of 

HeLa cells incubated in medium. (left) before and 

(right) after immersion of the plasma-activated 

solutions.  
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